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「
運
命
の
一
冊
」
と
出
合
う
か
も

　新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
得
た
い
と
き
や
、
こ

こ
で
は
な
い
ど
こ
か
別
の
世
界
を
体
験
し
た

い
と
き
。

　人
生
に
関
す
る
深
い
洞
察
を
得
た
い
と
き

や
、
知
識
の
不
足
を
感
じ
た
と
き
。

　そ
し
て
過
去
の
偉
人
と
対
話
し
た
い
と
き

や
、
豊
か
な
物
語
を
子
ど
も
に
触
れ
さ
せ
た

い
と
き
、
そ
ん
な
と
き
に
ぴ
っ
た
り
な
場
所

が
「
図
書
館
」
で
す
。

　西
予
市
に
は
９
カ
所
（
次
ペ
ー
ジ
参
考
）

に
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。
秋
の
夜
長
に
、
あ

な
た
の
人
生
を
変
え
る
か
も
し
れ
な
い
「
運

命
の
一
冊
」
と
出
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
本
を
借
り
る
と
き

　市
内
に
お
住
ま
い
の
人
、
市
内
に
通
勤
・

通
学
さ
れ
て
い
る
人
、
隣
接
す
る
市
町
に
在

住
し
て
い
る
人
な
ら
、
ど
な
た
で
も
無
料
で

本
や
雑
誌
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「西
予
市
図
書
利
用
カ
ー
ド
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
住
所
や
在
勤
・
在

学
の
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

生
徒
手
帳
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
と
一
緒
に

カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

本
を
借
り
る
と
き

　本
と「
図
書
利
用
カ
ー
ド
」を
カ
ウ
ン
タ
ー

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
貸
出
冊
数
は
１
人
５

冊
ま
で
。
貸
出
期
間
は
２
週
間
で
す
。

　「図
書
利
用
カ
ー
ド
」
を
破
損
・
紛
失
さ

れ
た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
。
住
所
や
電
話

番
号
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

本
を
返
す
と
き

　図
書
館
が
開
い
て
い
る
と
き
は
、
返
却
カ

ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。
「
図
書
利

用
カ
ー
ド
」
は
い
り
ま
せ
ん
。

　閉
ま
っ
て
い
る
と
き
は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　本
を
破
損
・
紛
失
さ
れ
た
と
き
は
、
原
則

と
し
て
そ
の
本
と
同
じ
本
、
あ
る
い
は
同
等

の
本
を
弁
償
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。

読書豆知識

　科学的に「読書は脳を鍛え、意識して読

書をすることで脳機能低下という老化現象

にあらがうことができる」という研究成果

を発表した医学博士がいる。また、今から

２４００年ほど前の世を生きたギリシャの哲学

者ソクラテスは「書物を読むということ

は、他人が辛苦してなしとげたことを、容

易に自分に取り入れて自己改善する最良の

方法である」とその魅力を語っている。

中央館（宇和町）
　第３土曜日の午後２時から、紙芝居と工作を行っています。

野村分館
　第２・４土曜日の午後２時から、紙芝居（おはなし会）と工

作を行っています。

三瓶分館
　第１土曜日の午後１時30分～２時まで、絵本や紙芝居の読

み聞かせ、工作（不定期）を行っています。

「おはなし会」や工作など、楽しいイベントも開催

2013　10月 2

◎
特
集図

書
館
へ
行
こ
う
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後
５
時
15
分

休
館
日

　土
・
日
、
祝
日
ほ
か

問

☎
０
８
９
４（
64
）１
２
９
１

城
川
分
館

住
所

　城
川
町
下
相
９
５
１
（
総
合
セ
ン

タ
ー
し
ろ
か
わ
内
）

開
館
時
間

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

休
館
日

　詳
細
は
問
い
合
わ
せ

問

☎
０
８
９
４（
82
）１
１
１
７

高
川
分
館
（
城
川
町
高
川
公
民
館
内
）

開
館
時
間

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

休
館
日

　詳
細
は
問
い
合
わ
せ

問

☎
０
８
９
４（
83
）１
０
０
１

魚
成
分
館
（
城
川
町
魚
成
公
民
館
内
）

開
館
時
間

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

休
館
日

　詳
細
は
問
い
合
わ
せ

問

☎
０
８
９
４（
82
）０
０
１
５

土
居
分
館
（
城
川
町
土
居
公
民
館
内
）

開
館
時
間

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

休
館
日

　詳
細
は
問
い
合
わ
せ

問

☎
０
８
９
４（
83
）１
１
１
１

遊
子
川
分
館
（
城
川
町
遊
子
川
公
民
館
内
）

開
館
時
間

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

休
館
日

　詳
細
は
問
い
合
わ
せ

問

☎
０
８
９
４（
85
）０
１
１
１

　疲れなくて、気楽に読める一冊。

どこから読んでもおもしろいです。

　光源氏だけでなく織田信長など歴

史上の人物も描かれていて、例えば

信長は短気でかんしゃく持ちだった

ようなのですが、それはなぜか？と

いう疑問に当時の食生活や栄養面か

ら迫っています。

　歴史や物語を読みながら栄養につ

いて学べますし、「歴史上のこの人

物は当時もっとジョギングをしてい

たらこうならなかったのではない

か」というような話もあって想像が

膨らみます。レシピも書かれている

ので、毎日の料理にも使えます。

　歴史上の人物の症状を軽い読み物

にした「歴史の教訓」とそれを栄

養学的に検証した面白歴史栄養学。

（香柏社）

　ぱっと見難しそうに感じるかもし

れません。でも、読むととてもおも

しろくて好きな一冊です。

　結婚と同時に２０歳で城川に来たの

ですが、「この土地のことをもっと

よく知ってみたい」との思いから読

み始めたのが出合いです。

　例えば「江戸淵」という地名の由

来。そこは昔「龍がいる」と言い伝

えられていたそうです。ある日、江

戸から来た人が「では一晩ここにい

よう。明日の朝になっても川に引き

ずり込まれていなかったら、龍はい

ないということだ」と言って、その

場所（川の淵）に立つのですが…。

　翌朝、「江戸」の人は、「淵」に

立ったまま、全身の血を抜かれて息

絶えていたそうです。

　未来の世界ってどんなんだろう、

行ってみたいなぁと考えることがあ

ります。表紙からして楽しそうなこ

の本の舞台は未来で、図書館には隊

員がいるというお話。現実とは違う

別の世界を体験できて、おもしろい

から好きな一冊です。

　有川さんの本は全部好き。「県庁

おもてなし課」も読みました。「レ

インツリーの国」はまだ読んだこと

がないので、次はそれを読みたい

な。

　両親に防衛員勤務と言い出せない

笠
かさ

原
はら

郁
いく

に、不意の手紙が届く。田舎

からやって来るという両親に防衛員

とバレれば、図書隊を辞めさせられ

てしまう！こうして図書隊による

必死の両親かく乱作戦が始まった!?

（アスキー・メディアワークス）

「光源氏さま、それは
恋の熱病です 人物栄
養栄華伝」藤川桂介・
猪股啓子（著）

「城川町希少本合冊集」
城川町教育委員会

「図書館内乱」
有川 浩（著）

舩
戸

　通
子
さ
ん
（
47
）

　ふ
な
と
・
み
ち
こ
＝
野
村
町
阿
下
＝

河
原

　美
津
子
さ
ん
（
31
）

　か
わ
は
ら
・
み
つ
こ
＝
城
川
町
田
穂
＝

松
原

　一
輝
さ
ん
（
14
）

　ま
つ
ば
ら
・
い
つ
き
＝
宇
和
町
小
野
田
＝
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中
央
館
（
宇
和
町
）

住
所

　宇
和
町
卯
之
町
三
丁
目
４
３
４－

１

（
市
役
所
横
の
建
物
２
階
）

開
館
時
間

　午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

休
館
日

　毎
週
月
曜
日
ほ
か

問
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
２
０

野
村
分
館

住
所

　野
村
町
野
村
12
号
６
１
７－

１

開
館
時
間

　（通
常
）
　午
前
９
時
30
分
～
午

後
６
時
、（
土
・
日
）
　午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時

休
館
日

　毎
週
月
曜
日
ほ
か

問
☎
０
８
９
４（
69
）２
０
６
１

三
瓶
分
館

住
所

　三
瓶
町
朝
立
１－

３
３
７－

13
（
三
瓶

文
化
会
館
内
）

開
館
時
間

　（通
常
）
　午
前
９
時
30
分
～
午

後
６
時
、（
土
・
日
）
　午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時

休
館
日

　毎
週
月
曜
日
ほ
か

問
☎
０
８
９
４（
33
）２
４
７
０

明
浜
分
館

住
所

　明
浜
町
高
山
甲
３
６
７
８
（
高
山
公

民
館
内
）

開
館
時
間

　（通
常
）
　午
前
８
時
30
分
～
午

わ
た
し
の
一
冊

大
好
き
な
一
冊
、
心
に
残
る
一
冊
、
元
気
を
も
ら
え
る
一
冊
。

図
書
館
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
に
「
わ
た
し
の
一
冊
」
を
伺
い
ま
し
た
。

市
内
図
書
館
一
覧

　１回読んで「あー」、２回読んで

「おー」、３回読んで「参った！」と

思うような本です。

　学校で習う教科書は歴史事実の羅

列だからおもしろくないですが、こ

の本は作者独自の目線で人類の過

去・現在・未来を含めた時空を軸と

して歴史を語っているので感動しま

す。そして「人類は偉大」ではなく

「なんていとおしくて可愛らしい存

在なのだ」と気付かされます。

　例えば、絶海の孤島に何を持って

行くかという話になったとき、私は

迷わずこの本を選びます。司馬遼太

郎さんのものの見方や表現力が好き

です。

　日本国内や世界各国を訪れた旅行

記。その名のとおり街道に焦点を当

て、歴史や風俗を考察している。全

４3巻。（朝日新聞出版）

　本はフィクションであっても虚構

ではなく、知らない世界を教えてく

れます。だから読んでいて楽しいで

すね。休みの日には１日１冊、多い

月で1０冊程度読んでいます。

　現代は白黒はっきりさせる社会の

ように感じますが、この本は人間の

はっきりしない感情を表現している

ところに惹かれますね。

　ちょっとのことで揺れ動く気持

ち、プラスとかマイナスとかという

損得勘定で表せない感情、そしてそ

れが人間としていかに大事かという

ことを教えてくれます。

　日本人戦争孤児で中国人教師に育

てられた陸
りく

一
いっ

心
しん

。肉親への情と中国

への思いの間で揺れる彼が選ぶ未来

とは…。戦争や文化大革命などの歴

史を背景に描く大河小説。（文藝春

秋）

「街道をゆく」
司馬 遼太郎（著）

「大地の子」
山崎　豊子（著）

酒
井

　伸
一
さ
ん
（
77
）

　さ
か
い
・
し
ん
い
ち
＝
三
瓶
町
津
布
理
＝

山

　惠
子
さ
ん
（
63
）

　か
た
や
ま
・
け
い
こ
＝
明
浜
町
狩
浜
＝
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大野ヶ原の大自然の中、仲間たちとピース

　卯のほたるが８月２４日（土）・２5日（日）の２日間にわ
たって卯之町の町並み保存地区で開催され、およそ
3,０００人が来場。手作りあんどんや竹明かりなど5,０００
個が町並みを幻想的に灯しました。
　卯のほたるは、住民らでつくる実行委員会（清水温
子委員長）がえひめ町並博があった２００４年から毎年実
施。第1０回となる今年は、中学生らが狐に扮して「狐
の散歩」を行うなど賑わいを見せました。

「狐の散歩」

　今年で２5周年を迎えるアドベンチャースクールが７
月２6日（金）～８月１日（木）の日程で開催され、県内外
から子どもたち5２人が参加しました。
　「絶対に死んではならない」、「仲間への思いやりを
大切に」、「自分自身に甘えてはならない」、「仲間と協
力してひとつのことをやりとげろ」をテーマに、子ど
もたちはブナの原生林などを探検。試練を乗り越える
につれ、短期間にたくましい成長をみせていました。

奥地の海のかーにばるに15,000人
今年も負けられない夏が来た!

アドベンチャースクール2013
県内外から52人が参加

卯のほたる
宇和の夏を彩る幻想美

つかみどりで大きなハマチをゲット。「今晩いただきます！」

海上カメ渡り（上）豚のロディオ（下）
　８月13日（火）、「第31回奥地の海のかーにばる」が
みかめ海の駅潮彩館周辺で開催され、県内外から約
15,０００人が来場。三瓶ならではのイベントや郷土料理
など、さまざまなイベントを楽しんでいました。

2013　10月 6

CITY　TOPICS

西予市と松本市でプレゼントを交換

ビーチバレーボール大会

　８月２7日（火）、林業センター（野村支所）で三好市
長立ち会いのもと、合併調印式が開催されました。
　新名称の名付け親は森平塩見さん（野村町白髭）で
「広域的な視点で、持続可能な福祉社会の構築に寄与
されたい」という趣旨が込められています。
　合併の期日は平成２6年４月１日で、より一層地域と
のつながりを深化させ、地域福祉を支える中核法人と
して貢献していくことを使命としています。

　第7２回国民体育大会西予市準備委員会設立総会・第
１回総会が８月９日（金）に開催され、市内の各種団体
長ほか71人が参加。
　総会では会則や役員の選任などが審議承認されたほ
か、本年度東京国体に出場する野村高校相撲部３人を
激励する場面もありました。
　準備委員会では「市民の英知と想像力を集結し魅力
あふれた国体」を目指し準備を進めていきます。

（左から）山崎秀敏さん（野村・城川地区合併協議会副会長）、
三好市長、別宮靜さん（野村・城川地区合併協議会会長）

東京国体に出場する野村高校相撲部３人

　８月６日（火）、長野県松本市の中学生４４人が来市
し、卯之町の町並みや旧開明学校などを宇和中学３年
生3２人とともに散策しました。
　歓迎会で宇都宮教育長は「記憶に残るような素晴ら
しい経験になるよう願っています」とあいさつ。
　松本市の開智学校と宇和町の開明学校は今年、姉妹
館提携を結んで２6年。両市間の交流を始めて11年と絆
を深めています。

　あけはまシーサイド・サンパークで８月４日（日）
「かっぱMATURI」が開催され、明浜町の人口（3,73０
人、７月末現在）の２倍以上にあたる約7,０００人が来
場。賑わいをみせました。
　同町には全国でもここだけの「狛犬」ならぬ「狛
河童」があり、これにちなんで毎年夏に「かっぱ
MATURI」が開催されています。

長野県松本市の中学生44人が来市
姉妹館提携26年、交流開始11年

かっぱMATURIサマーin明浜2013
約7,000人が来場

新名称は「西予市野城総合福祉協会」
野村町社会福祉協会と城川町社会福祉施設協会が合併

４年後の国体に向けて準備を
西予市準備委員会設立総会・第１回総会
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　第４6回カワイ音楽コンクール四国本選会（ピアノ部門・ソロ

の部／４月２０日、高松市アルファあなぶきホール）で古和田美

友さん（八幡浜高校１年）が最優秀賞を獲得。７月２9日に横浜

市で行われた全国大会に四国地区代表として出場しました。

　「リスト作曲の『小人の踊り』を演奏しました。スピード感

のある複雑な曲が好きで、曲の時代背景や作曲者の気持ちなど

を自分で考えて表現しようと心掛けています。最優秀賞はびっ

くりしましたが、音楽性や表現力が評価されたことを嬉しく思

います。全国大会では入賞できませんでしたが、これからもい

ろいろなコンクールに出て経験を積んでいきたいです」

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
四
国
地
区
大
会

最
優
秀
賞

古
和
田 
美
友
さ
ん
（
15
）

こ
わ
だ
・
み
ゆ
＝
宇
和
町
二
丁
目
＝

第43回全国中学校相撲選手権大会
団体戦で第３位

　第４3回全国中学校相撲選手権大会（８月17・18日、岐
南町スポーツセンター）団体戦に、野村中学校相撲部の
是澤矩史さん・宇都宮愛樹さん・山本羅門さん（＝同３
年＝）が出場。３位を獲得しました。
　是澤（先鋒）「ぼくたちは、週３で高校生と一緒に練習
をしています。先輩たちはとても強いです。試合では先
鋒なので、気合いを入れてチームの流れを作ることを心
掛けました。将来はみんなが憧れるような横綱になりた
いです」
　宇都宮（中堅）「全国の壁は厚いなと感じたけれど、先
鋒が勝って流れを作ってくれたので緊張せずに挑むこと
ができたし、大将はプレッシャーに強いので信じてつな
げることができました。将来は大相撲の行司になりたい
です」
　山本（大将）「２人や部員たちが大きな声を出して応援
してくれたので、緊張せずに思い切り相撲を取ることが
できました。四国大会で負けた相手と当たったときは『こ
の前の借りは返そう』と思って挑み、勝つことができま
した。是澤くんと同じで、将来は横綱になりたいです」

（写真左から）これさわ・のりふみ＝野村町野村＝、やまもと・
らもん＝野村町予子林＝、うつのみや・まなき＝野村町野村＝

野村中学校相撲部 宇和高校
写真甲子園2013四国ブロック代表

本選で「敢闘賞」
　全国高等学校写真選手権大会（写真甲子園２０13）の初
戦審査会で、5２２校の中から本選に出場する２０校が選出
され宇和高校（山田杏実さん、稲葉愛笑さん、上甲大貴
さん＝同２年＝）が四国ブロック代表に決定。本選（８
月６～９日、北海道）において敢闘賞を受賞しました。
　山田「カメラ撮影を始めたのは今年の５月から。ゼロ
からのスタートです。練習を重ねて、本番では一番良い
写真を撮影することができました。虫とかをマクロレン
ズで撮影するのが好き。来年も写真甲子園に出場したい
です」
　上甲「北海道では３人でその土地を歩いて撮影をしま
した。ぼくの役割はレンズなどの器材を持つこと。２人
は良い写真を撮るなあと思います。写真と同じように、
柔道でも結果を残せるようにがんばりたいです」
　稲葉「シャッタースピードや絞りを自分で決めるマ
ニュアル撮影をしています。撮影は楽しいし、レベルの高
い全国大会でも結果を残せてうれしいな。来年も出場し
て、今年よりもっとやりきれるようにがんばりたいです」

（写真左から）やまだ・あみ＝宇和町卯之町五＝、じょうこう・
だいき＝宇和町西山田＝、いなば・まなえ＝宇和町下松葉＝
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　８
月
29
日
（
木
）
、
野
村
地
区
に
あ
る
小

学
校
７
校
の
う
ち
野
村
小
学
校
・
大
和
田
小

学
校
・
渓
筋
小
学
校
・
中
筋
小
学
校
・
河
成

小
学
校
の
５
校
に
よ
る
統
合
調
印
式
が
、
野

村
公
民
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　再
編
推
進
委
員
長
の
福
田
豊
さ
ん
（
写
真

左
）
は
「
家
庭
に
お
い
て
も
地
域
に
お
い
て

も
子
ど
も
は
宝
。
大
切
に
育
て
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

こ
の
再
編
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
い
環

境
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
協
議
さ
れ
た

こ
と
だ
と
思
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
門
脇
正
人

教
育
委
員
長
（
写
真
右
）
は
「
教
育
委
員
会

と
し
て
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

開
校
に
向
け
て
の
課
題
や
問
題
な
ど
に
つ
い

て
、
こ
れ
か
ら
も
協
議
を
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　統
合
同
意
書
の
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
統
合
の
時
期
は
平
成
27
年
４
月
１
日
と
す

る◎
統
合
の
場
所
は
現
野
村
小
学
校
と
す
る

◎
学
校
名
は
西
予
市
立
野
村
小
学
校
と
す
る

調
印
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　校
章
・
校
歌
・
学
校
行
事
・
閉
校
記
念
誌

な
ど
に
つ
い
て
順
次
協
議
し
、
調
整
し
て
い

き
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

　各
地
区
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成

と
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
実
現
の
た
め
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
市
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
３
０

　「地
域
課
題
の
解
決
法
！
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
地
域
を
変
え
る
」
と
題
し
た
研
修
会
を

８
月
８
日（
木
）、
講
師
に
前
田
眞
さ
ん
（
有

限
会
社
邑ゆ

う

都と

計
画
研
究
所
代
表
取
締
役
）
を

招
き
開
催
。

　市
内
27
の
地
域
づ
く
り
組
織
の
メ
ン
バ
ー

や
地
域
担
当
職
員
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な

ど
お
よ
そ
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
の
取
組
事
例 
発
表
組
織

　各
地
域
と
も
特
色
あ
る
取
組
発
表
が
な
さ

れ
、
こ
の
制
度
が
開
始
さ
れ
て
３
年
目
と
な

る
今
年
度
も
新
た
な
地
域
づ
く
り
活
動
が
期

待
で
き
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

◎
明
浜
地
域
代
表･･･

「
か
り
と
り
も
さ
く
の

会
」（
狩
江
地
区
）

◎
宇
和
地
域
代
表･･･

「
宇
和
地
域
づ
く
り
協

議
会
」（
宇
和
地
区
）

◎
野
村
地
域
代
表･･･

「
惣
川
自
治
振
興
協
議

会
」（
惣
川
地
区
）

◎
城
川
地
域
代
表･･･

魚
成
地
域
振
興
会（
魚

成
地
区
）

◎
三
瓶
地
域
代
表･･･

蔵
小
校
区
ふ
る
さ
と

振
興
会
（
蔵
貫
地
区
）

　ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
地
域
づ
く
り
活
動

の
課
題
な
ど
を
全
員
で
出
し
合
い
、
課
題
に

応
じ
た
対
応
策
を
検
討
。
地
域
の
実
情
は

異
っ
て
も
あ
ぶ
り
出
さ
れ
た
課
題
に
は
共
通

性
が
あ
る
こ
と
や
、
解
決
策
に
は
幅
広
い
年

代
の
、
よ
り
多
く
の
住
民
の
参
画
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
結
論
と
し
て
導
か
れ
ま
し
た
。

問
市
役
所 

企
画
調
整
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
３

《
小
学
校
再
編
》
野
村
地
区
小
学
校
で
統
合
調
印
式

せ
い
よ
地
域
づ
く
り
交
付
金 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
研
修
会
を
実
施

統
合
は
平
成
27
年
４
月
１
日
、
場
所
は
現
在
の
野
村
小
学
校
に

学
校
名
は
「
西
予
市
立
野
村
小
学
校
」

地
域
は
違
え
ど
あ
ぶ
り
出
さ
れ
た
課
題
に
は
共
通
性
が
あ
る
こ
と
が
判
明

解
決
に
は
幅
広
い
年
代
の
よ
り
多
く
の
住
民
の
参
画
が
必
要
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図
書
館
だ
よ
り

問
市
民
図
書
館
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
２
０

文
化
財
だ
よ
り
�
問
市
役
所 

文
化
体
育
振
興
課

 
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
６

和（
文
）
芸
術
新
聞
社（
発
）･･･

さ
あ
ウ
リ

坊
は
一
体
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
。「
フ
ク

シ
マ
」
を
応
援
す
る
絵
本
。

　一
人
一
人
の
想
像
力
か
ら
偉
大
な
芸
術
は

生
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
大
勢
が
集
ま
り
、
心

を
一
つ
に
し
て
創
り
上
げ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。　絵

本
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
１
０
５
人
」
カ

ラ
ー
・
カ
ス
キ
ン（
文
）
岩
谷
時
子（
訳
）
す

え
も
り
ブ
ッ
ク
ス（
発
）
で
は
、
お
風
呂
の

入
り
方
も
服
を
着
る
順
番
も
、
年
齢
も
家
族

も
趣
味
や
考
え
方
も
違
う
１
０
５
人
が
夜
、

ひ
と
つ
の
場
所
（
音
楽
ホ
ー
ル
）
に
集
ま

り
、
美
し
い
音
楽
を
創
り
上
げ
ま
す
。

　絵
本
「
ぼ
く
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
ア
ン
ド

レ
ア
・
ホ
イ
ヤ
ー
（
作
）
カ
ワ
イ
出
版
（
発
）

も
、
生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
壮
大
さ
が
実

感
で
き
る
一
冊
で
す
。「
大
き
く
な
っ
た
ら

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
打
楽
器
が
し
た
い
」
と
い

う
「
ぼ
く
」
に
、
チ
ェ
ロ
奏
者
の
お
じ
さ
ん

は
次
の
よ
う
に
言
い
ま
す
。

　「簡
単
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
ま
ず
た
っ
ぷ
り
練

習
す
る
こ
と
だ
ね
。
練
習
、
練
習
、
ま
た
練

習
。
優
れ
た
演
奏
家
は
誰
で
も
み
ん
な
そ
う

し
た
ん
だ
。
そ
れ
で
は
お
や
す
み
」

野
村
分
館

　10
月
27
日
か
ら
、
２
０
１
３
第
67
回
読
書

週
間
（
11
月
９
日
ま
で
）
が
始
ま
り
ま
す
。

食
に
関
す
る
本
を
紹
介
し
ま
す

◎
一
般
書

　「
特
養
ホ
ー
ム
が
え
ら
ん
だ
お
年
寄
り

の
毎
日
ご
は
ん 

家
庭
で
つ
く
れ
る
定
番
メ

ニ
ュ
ー
１
５
０
」
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
諏

訪
の
苑（
編
・
著
）
雲
母
書
房（
発
）

◎
お
す
す
め
の
本

　「
奇
跡
の
り
ん
ご
ス
ー
プ
物
語
」
山
崎
隆

（
著
）
講
談
社（
発
）･･･

映
画
化
さ
れ
た
木

村
さ
ん
の
り
ん
ご
に
ま
つ
わ
る
お
話
で
す
。

◎
児
童
書

　「
ち
き
ゅ
う
が
ウ
ン
チ
だ
ら
け
に
な
ら
な

い
わ
け
」松
岡
達
英（
作
）福
音
館
書
店（
発
）

「
た
ま
ご
が
い
っ
ぱ
い
」
寺
村
輝
夫（
作
）

和
歌
山
静
子（
構
・
絵
）
理
論
社（
発
）「
妖

怪
食
堂
」
広
瀬
克
也（
作
）絵
本
館（
発
）「
は

い
チ
ー
ズ
」
長
谷
川
義
史（
作
）絵
本
館（
発
）

◎
お
す
す
め
の
本

　「
ウ
リ
ン
ボ
ー
」
荒
井
良
二（
絵
）
椎
根

中
央
館

　こ
こ
で
い
う
「
歴
史
の
道
」
と
は
、
近
世

以
前
に
利
用
さ
れ
た
街
道
や
運
河
な
ど
を
指

し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
文
化
庁
が

「
歴
史
の
道
百
選
」
と
し
て
全
国
各
地
の
道

を
選
定
し
て
い
ま
す
。

　県
教
育
委
員
会
で
は
平
成
22
年
度
か
ら
歴

史
の
道
の
再
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
総
合

計
画
と
し
て
歴
史
の
道
の
保
存
活
用
に
む
け

た
方
針
を
定
め
る
基
本
構
想
や
、
具
体
的
な

保
存
方
法
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
詳
細
構
想

を
策
定
し
ま
し
た
。

　詳
細
構
想
に
は
、
当
市
に
関
わ
り
の
あ
る

も
の
と
し
て
、
宇
和
島
街
道
（
鳥と

坂さ
か

峠
・
法ほ

華け

津つ

峠
）、
檮
原
街
道
（
韮に

ら

ヶ
峠
・
九く

十じ
ゅ
う

九く

曲ま
が
り

峠
）、
八
幡
浜
街
道
（
笠か

さ

置ぎ

峠
）、
遍
路
道

（
歯
長
峠
）
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
西
予
市
は
、
周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
た

地
形
の
た
め
、
お
の
ず
と
峠
越
え
の
道
が
発

達
し
ま
し
た
。
今
も
そ
の
多
く
が
良
好
な
状

態
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
峠
を
含
め
た
道
は
「
往
時
の

形
状
を
と
ど
め
、
将
来
の
指
定
を
含
め
史
跡

で
あ
る
道
を
核
と
し
て
、
周
囲
の
景
観
の
活

用
を
は
か
る
タ
イ
プ
」
（
報
告
書
よ
り
）
と

分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
史
跡
指
定

と
い
う
法
令
に
基
づ
く
保
護
措
置
を
視
野
に

入
れ
、
調
査
に
基
づ
く
道
の
整
備
な
ど
を
行

い
、
多
く
の
人
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
活
用
を
図
っ
て
い
く
べ
き
道
と
し
て
重
要

視
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
西
予
市
に
は
６
カ

所
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　こ
れ
ら
の
中
に
は
坂
本
龍
馬
が
脱
藩
し
た

と
い
わ
れ
る
道
も
あ
れ
ば
、
二
宮
敬
作
や
楠

本
イ
ネ
、
高
野
長
英
ら
が
越
え
た
と
い
わ
れ

る
峠
や
、
宇
和
島
藩
主
が
通
っ
た
道
も
あ
り

ま
す
。
歴
史
上
の
人
物
だ
け
で
な
く
、
名
も

な
き
村
人
た
ち
や
遍
路
た
ち
も
行
き
交
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
路
傍
の
石
仏
、
道
標
や
丁

石
、
遍
路
墓
、
石
畳
、
寺
社
、
民
家
や
集

落
、
茶
堂
、
民
話
や
言
い
伝
え
、
眺
望
な
ど

に
も
先
祖
の
記
憶
が
残
さ
れ
て
い
る
は
ず
で

す
。
歴
史
の
道
や
路
傍
の
文
化
遺
産
を
元

に
、
地
域
の
歴
史
を
見
直
す
こ
と
も
重
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
市
教
育
委
員
会 

文
化
体
育
振
興
課
）

歴
史
の
道

今
年
の
標
語

「
本
と
旅
す
る

本
を
旅
す
る
」

笠置街道
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PM2.5と子どもたちの受動喫煙
西予市医師会　総務部　安食 研治

消
防
署
だ
よ
り

問
市
消
防
本
部 

☎
０
８
９
４（
62
）０
１
１
９

平
成
25
年
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
交
流
会

医
療
よ
も
や
ま
話

　防
火
・
防
災
に
関
す
る
知
識
の
向
上
と
ク

ラ
ブ
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
、
明

浜
町
で
市
内
８
つ
の
小
学
校
（
田
之
浜
・
宇

和
町
・
野
村
・
河
成
・
惣
川
・
魚
成
・
高

川
・
土
居
）
か
ら
37
人
の
ク
ラ
ブ
員
が
参
加

し
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
交
流
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　ク
イ
ズ
形
式
に
よ
る
防
火
・
防
災
学
習
で

は
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
知
識
を
習
得
。
ク

ラ
ブ
員
同
士
の
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。

　指
導
員
協
力
の
も
と
行
わ
れ
た
シ
ー
カ

は64種類以上も含まれます。

　「受動喫煙」とは、たばこを吸わない人がたば

この混ざった空気を吸わされることです。受動喫

煙者の１～２割が、受動喫煙により早く亡くなっ

てしまいます。

　子どもたちの受動喫煙による害としては、急性

上気道炎、気管支炎、中耳炎、むし歯の増加、気

管支喘息の増加、肺機能の低下などが挙げられま

す。

　熊本市での調査では、小５～中３の子どもたち

の50％が副流煙にさらされ、その50％が父親の

喫煙でした。

　家庭での分煙は、受動喫煙を防ぐことができま

せん。子どもの受動喫煙を防ぐには分煙ではな

く、親の「禁煙」が唯一の方法です。

　昨年、微小粒子状物質「PM2.5」による大気汚

染が問題となりました。「PM2.5（Particulate

Matter）」とは直径2.5μm未満、毛髪（直径

70μm）よりもずっと小さな微粒子です。

　その発生源として、以前は工場、火力発電所、

自動車の排気ガス、粉じん、最近ではたばこ煙が

問題です。

　たばこ煙に高濃度に含まれるPM2.5は肺胞に

まで入り込み、肺や全身の炎症、動脈硬化、心筋

梗塞、不整脈、脳卒中、がん、気管支喘息などを

引き起こします。そして日本ではたばこのために

年間10万人が死亡しています。

　たばこ煙の中には4000種類以上の化学物質が

含まれ、そのうち体に有害なものは200種類（ニ

コチン、タール、一酸化炭素など）、発がん物質

ヤ
ッ
ク
体
験
で
は
真
っ
直
ぐ
進
む
こ
と
の
で

き
な
い
ク
ラ
ブ
員
も
、
練
習
を
重
ね
る
う
ち

に
颯
爽
と
海
上
を
走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
川
や
海
に
落
ち
た
と
き
の
対
処

法
と
し
て「
着
衣
泳
法（
背
浮
き
）＝
写
真
＝
」

も
学
び
ま
し
た
。
コ
ツ
を
掴
む
と
、
長
時
間

体
を
浮
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
着
衣
泳
法（
背
浮
き
）を
勉
強

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

着
衣
泳
法
（
背
浮
き
）
の
方
法

①
無
理
に
泳
が
ず
、
落
ち
着
い
て
慌
て
な
い

②
仰
向
け
で
大
の
字
に
な
り
、
体
の
力
を
抜

く③
や
や
頭
の
上
の
方
向
に
顔
を
そ
ら
す

④
服
や
靴
は
脱
が
ず
に
、
そ
の
ま
ま
浮
い
て

助
け
を
待
つ
（
体
温
低
下
や
怪
我
か
ら
保
護

し
て
く
れ
る
た
め
。
服
の
中
に
空
気
が
残
っ

て
い
て
浮
き
や
す
く
、
靴
自
体
に
も
浮
力
が

あ
る
）

　今
回
参
加
し
た
ク
ラ
ブ
員
が
、
交
流
会
を

通
し
て
得
た
防
火
・
防
災
の
知
識
や
経
験

を
、
今
後
の
活
動
や
生
活
に
生
か
し
、
貴
重

な
防
災
戦
力
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。



広報　せいよ13

黒
松
内
町（
北
海
道
）と
の
姉
妹
市
町
特
別
記
念
交
流
事
業
を
実
施

設
見
学
を
し
ま
し
た
。
今
回
の
交
流
事
業
に

ご
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
好
き
な
言
葉
は
「
人

生
は
出
逢
い
」
で
す
。

兵
頭 

義
之

　
久
し
ぶ
り
に
北
海
道
の
大
地
に
立
つ
こ
と

が
で
き
、
今
も
そ
の
感
激
に
浸
っ
て
い
ま

す
。
当
時
、
平
成
５
年
の
姉
妹
町
提
携
に
向

け
た
仕
事
を
担
当
し
、
共
に
そ
の
計
画
や
準

備
に
奔
走
し
た
当
時
の
黒
松
内
町
の
担
当
課

長
さ
ん
と
再
会
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　
２０
周
年
を
祝
う
記
念
植
樹
も
行
い
、
こ
の

木
が
す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
く
姿
の
よ
う

に
今
後
も
両
市
町
の
交
流
が
ま
す
ま
す
深

ま
っ
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

三
好 

純
子

　
記
念
植
樹
で
は
、
十
数
年
前
に
植
樹
し
た

ブ
ナ
の
木
が
大
き
く
成
長
し
て
お
り
、
当
時

の
訪
問
団
と
し
て
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
見

た
と
き
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。「
新
・

ビ
ー
フ
天
国
」
で
も
多
く
の
町
民
の
方
と
一

緒
に
催
し
に
参
加
し
楽
し
い
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。
二
泊
三
日
の
短
い
交
流
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。

問
市
役
所 

企
画
調
整
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
３

　黒
松
内
町
と
の
交
流
は
、
平
成
５
年
に
旧

野
村
町
が
姉
妹
町
提
携
を
結
ん
だ
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
記
念
す
べ
き
20

周
年
を
祝
お
う
と
、
７
月
27
日（
土
）か
ら
29

日（
月
）ま
で
の
日
程
で
黒
松
内
町
を
訪
問
し

ま
し
た
。
訪
問
団
の
中
か
ら
３
名
の
感
想
の

一
部
を
掲
載
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

団
長
　
佐
藤 

重
利

　
当
日
は
17
時
頃
黒
松
内
町
へ
到
着
し
、
浴

衣
の
着
付
け
を
し
た
後
「
黒
松
内
町
音
頭
パ

レ
ー
ド
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
意

見
交
換
交
流
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と

今
ま
で
の
思
い
出
話
が
で
き
大
変
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
い
つ
来
て
も
黒
松
内
町
は
ゴ
ミ
一

つ
落
ち
て
い
な
い
美
し
い
町
で
す
。
人
も
温

か
く
素
晴
ら
し
い
場
所
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
ブ
ナ
の
木
記
念
植
樹
や
施

家庭での漏水は高額料金につながります
定期的な水道メーターの確認を

問 市役所 水道課　☎0894（62）6411

平成24年度の漏水は70件
　現在、市上水道の水道管延長は約3００kmあり、老朽

化などによる漏水が平成２４年度で7０件発生していま

す。管の更新工事を随時行っていますが、老朽化によ

る漏水は、断水など皆さんにご迷惑をおかけしてしま

うと共に、経営にも悪影響を与えます。

　その見方のひとつとして「有収率」があります。有

収率とは年間の配水量（給水量）に対する有収水量（水

道料金徴収の対象となった水量）の割合を示すもので、

配水した水量がどの程度収益となったかを表します。

　平成２3年度決算での市上水道の有収率は79.6％でし

た。残りの約２０％は水道料金とならなかったものであ

り、漏水などで失った水道水になります。

　経営効率を向上させるためにも、老朽管の更新など

を今後も進めていきます。

家庭での漏水は水道メーターで確認
　漏水は家庭でも発生します。始めはわずかな漏水で

も日ごとに多くの水道水が無駄になり、料金も高額に

なるため早期発見・早期修繕が重要です。

　家庭での漏水は、水道メーターを確認することに

よって発見することができます。水道を使用していな

い状態で「パイロット」が回転している場合は、メー

ターから蛇口までのどこかで漏水していることを意味

します。漏水量が少ない場合は非常にゆっくりとパイ

ロットが回転するため、15秒程度の確認が必要です。

　貴重な水道水を失わないためにも、高額な料金支払

いが発生しないためにも、水道メーターの定期的な確

認をお願いします。

パイロット

2013　10月 12

警
察
署
だ
よ
り

問
西
予
警
察
署 

☎
０
８
９
４（
62
）０
１
１
０

　過
激
派
の
非
公
然
活
動
家
や
指
名
手
配
被

疑
者
は
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に

潜
伏
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
周
辺
で
「
変

だ
な
、
お
か
し
い
な
」、「
あ
れ
？
似
て
い
る

な
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄

り
の
交
番
・
駐
在
所
・
警
察
署
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ど
こ
か
違
う
生
活
態
度･･･

!?

◎
単
身
な
の
に
数
人
が
出
入
り
し
て
い
る

◎
部
屋
の
出
入
り
の
際
、
周
囲
を
異
常
に
気

に
し
て
い
る

◎
昼
間
で
も
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
閉
め
切
り
、

部
屋
の
中
を
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

◎
駐
車
場
や
そ
の
周
辺
を
不
自
然
に
う
ろ
つ

い
た
り
、
警
戒
し
た
り
し
て
い
る

　一
見
「
お
得
」
な
商
品
を
販
売
し
続
け
て

信
頼
を
得
た
後
、
徐
々
に
高
額
な
健
康
食
品

や
健
康
器
具
な
ど
を
販
売
す
る
手
口
が
「
催

眠
商
法
（
Ｓ
Ｆ
商
法
）」
で
す
。

　例
え
ば
空
き
店
舗
や
倉
庫
な
ど
で
、最
初
の

数
日
は
１
０
０
円
前
後
の
安
い
価
格
の
も
の

を
販
売
し
た
り
、
無
料
で
商
品
を
配
っ
た
り

し
ま
す
。
し
ば
ら
く
通
い
続
け
る
と
健
康
の

話
に
な
り
、医
師
や
学
者
の
資
料
を
示
し
て
、

高
齢
に
な
る
と
必
ず
病
気
に
な
る
か
の
よ
う

な
説
明
を
し
て
健
康
不
安
を
あ
お
り
ま
す
。

　そ
の
後
、健
康
食
品
や
器
具
の
販
売
が
始
ま

り
ま
す
。参
加
者
は
何
日
も
通
い
続
け
て
い
る

の
で
業
者
を
信
じ
て「
い
い
商
品
を
安
く
販
売

し
て
も
ら
え
る
」と
警
戒
心
が
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

◎
特
定
商
取
引
法
で
は
、
最
初
の
段
階
で

「
何
の
勧
誘
か
」
を
き
ち
ん
と
説
明
す
る
こ

と
が
業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
何

を
販
売
す
る
会
場
か
を
、
業
者
が
告
げ
て
い

る
か
ど
う
か
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う

◎
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て
も
会

場
の
雰
囲
気
や
他
の
参
加
者
と
の
連
帯
感
か

ら
、
意
思
に
反
し
て
高
額
な
商
品
を
契
約
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

◎
「
食
料
品
が
タ
ダ
で
も
ら
え
る
」
、
「
話

が
お
も
し
ろ
い
」
か
ら
と
い
っ
て
安
易
に
会

場
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　☎
０
８
９
４
（
62
）６
４
０
８

無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
け
の
は
ず
が･･･

?!

テ
ロ
リ
ス
ト
・
過
激
派
ア
ジ
ト
な
ど
の
発
見
に
ご
協
力
を

テ
ロ
に
対
す
る
警
戒
警
備

　警
察
で
は
テ
ロ
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
海
空
港
・
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

や
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
な
ど
に
対
す
る

警
戒
を
強
化
中
で
す
。

　テ
ロ
リ
ス
ト
は
事
前
に
現
場
を
下
見
し
た

り
、
爆
弾
の
原
料
と
な
る
薬
品
を
購
入
し
た

り
す
る
な
ど
の
準
備
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　テ
ロ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
よ
う
な
「
兆
し
」
を
察
知
す
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
す
。

不
審
な
人
・
車
・
荷
物
な
ど
を
発
見
し
た
ら

　１
１
０
番
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

休 日 当 番 医
変更となる場合があります。念のため医
療機関へ確認の上、お出かけください。

宇和・明浜地区
10月６日（日）二宮医院☎0894（62）0144

10月13日（日）二宮医院☎0894（62）0144

10月14日（月）かどた医院☎0894（62）6722

10月20日（日）近藤医院☎0894（62）2311

10月27日（日）上甲耳鼻咽頭科☎0894（62）0012

野村・城川地区
10月６日（日）井関医院☎0894（72）0030

10月13日（日）野村病院☎0894（72）0180

10月14日（月）野村病院☎0894（72）0180

10月20日（日）野村病院☎0894（72）0180

10月27日（日）おか医院☎0894（72）3456	

三瓶地区
10月６日（日）内・外	 八幡浜急患センター

☎0894（24）1199

10月13日（日）内・外	 八幡浜急患センター
☎0894（24）1199

10月14日（月）内・外	 八幡浜急患センター
☎0894（24）1199

10月20日（日）
内	 八幡浜急患センター
☎0894（24）1199
外	 にしむら整形外科　
☎0894（35）7111	

10月27日（日）内・外	 八幡浜急患センター
☎0894（24）1199

小児科
10月６日（日）大洲ななほしクリニック（大洲市東若宮）☎0893（25）7710

10月13日（日）山下小児科（宇和町伊賀上）☎0894（62）6801

10月14日（月）亀井小児科（大洲市東大洲）☎0893（24）3757

10月20日（日）八幡浜急患センター（八幡浜市大平）☎0894（24）1199

10月27日（日）さわい小児科医院（大洲市中村）☎0893（24）7530

奇数日が宇和病院
偶数日が野村病院10月

市内救急病院
　二次救急（平日夜間および休日）

市立宇和病院☎0894（62）1121
市立野村病院☎0894（72）0180

二次救急は中症～重症患者の受け入れをする医
療機関です。検査・入院・手術が必要な場合に
備え、医師と外来看護師が当直し、検査・放射
線の技師が待機して救急医療にあたっています。

宇和病院の泌尿器科外来
診療時間を延長
受付時間︰月～金　午前８時30分～

11時、正午～午後４時
診療時間︰午前９時～、午後２時～
※午後手術の場合は休診
※10月１日（火）から毎週水曜日休診
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　３
Ｒ
と
は
リ
デ
ュ
ー
ス（
発
生
抑
制
）・
リ

ユ
ー
ス（
再
使
用
）・
リ
サ
イ
ク
ル（
再
生
利

用
）を
指
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
３
Ｒ
に
つ

い
て
考
え
、
生
活
で
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

３
Ｒ
取
り
組
み
（
例
）

◎
包
装
は
で
き
る
だ
け
少
な
い
も
の
を
選
ぶ

◎
レ
ジ
袋
を
断
り
、
マ
イ
バ
ッ
ク
（
買
い
物

袋
）
を
使
用
す
る

◎
使
え
る
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
に
出
し
、
再
利
用
す
る

◎
ご
み
を
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も

の
は
資
源
ご
み
で
出
す

　
　市
役
所 

環
境
衛
生
課

　☎
０
８
９
４（
62
）１
１
３
２

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間

問

　国
民
年
金
だ
け
で
は
足
り
な
い
老
後
の
家

計
費
を
補
う
た
め
に
、
農
業
者
年
金
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
、
０

０
０
円
の
範
囲
で
千
円
単
位
で
自
由
に
決
め

る
こ
と
が
で
き
、
い
つ
で
も
変
更
可
能
で
す
。

加
入
要
件

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
農
業
に
60
日
以
上
、
常
時
従
事
し
て
い
る

人③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

　
　市
役
所 

農
業
委
員
会

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
７

農
業
者
年
金
で
老
後
の
備
え
を

問

結
婚
推
進
委
員
を
紹
介

成
婚
報
告
あ
り
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

　市
で
は
平
成
17
年
度
に
旧
町
の
組
織
を
一

本
化
し
て
「
西
予
市
結
婚
推
進
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
、
市
内
各
地
区
か
ら
53
人
の
推
進

委
員
を
委
嘱
。
結
婚
の
あ
っ
せ
ん
・
仲
介
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　中
で
も
結
婚
相
談
は
各
地
区
で
毎
月
、
あ

る
い
は
隔
月
の
定
期
日
に
実
施
し
て
い
ま
す

（
Ｐ
21
「
相
談
日
日
程
」
参
照
）。

　登
録
者
に
つ
い
て
は
平
成
23
年
度
に
見
直

し
を
行
い
、
現
在
54
人
（
男
性
45
人
・
女
性

９
人
）
が
登
録
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

大
半
が
30
歳
代
か
ら
40
歳
代
と
な
っ
て
い
ま

す
。　昨

年
度
は
幅
広
く
関
係
団
体
と
の
連
携
を

図
ろ
う
と
「
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
応
援
企
業
に
登
録
。
例
年
、
数
回
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
は
イ

ベ
ン
ト
で
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
た
人
か
ら
の
う

れ
し
い
成
婚
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　現
在
、
市
全
域
の
取
り
組
み
と
し
て
結
婚

推
進
事
業
が
拡
充
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
お

近
く
の
結
婚
推
進
委
員
ま
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
５

宇
和
地
区

　宇
都
宮
義
紹
、
三
瀬
里
子
、
井
上
安
男
、

鋸
本
イ
セ
子
、
宇
都
宮
政
人
、
井
関
咲
子
、

横
手
英
彦
、
渡
辺
博
、
上
田
冴
子
、
宮
本
桂

子
、
宮
本
哲
夫
、
西
川
洋
子
、
三
好
千
和

人
、
菊
池
敦
子
、
薬
師
寺
智
彦
、
兵
頭
孝
子

野
村
地
区

　古
森
美
枝
、
篠
藤
昭
二
、
西
田
光
和
、
松

本
直
光
、
平
田
安
子
、
兵
頭
香
代
、
兵
頭
一

政
、
金
子
忠
史
、
和
氣
恵
次
、
兵
頭
敬
二
、

栗
田
滿
、
大
野
実
、
武
田
孝
司

三
瓶
地
区

　井
上
喜
九
夫
、
木
村
次
郎
、
井
上
次
惠
、

白
井
育
子
、
井
上
富
士
大
、
三
好
園
子
、
宇

都
宮
冨
士
子
、
大
塚
英
樹

城
川
地
区

　福
山
貴
久
美
、
髙
橋
さ
と
る
、
稲
田
紘
一
、

柳
生
秋
子
、
谷
口
一
恵
、
久
保
田
ナ
リ
子
、

宮
脇
亨
、
徳
居
美
枝
子

明
浜
地
区

　酒
井
茂
、
大
津
修
、
二
宮
一
康
、
藤
堂
弥

生
、
脇
本
英
作
、
日
越
長
子
、
山
本
喜
美
子
、

川
林
喜
久
惠

SEIYO INFORMATION & NEWS

　子どもグッズの掘り出し物がもりだくさん！マイ

バック持参の上、ぜひお越しください。

出品者を募集しています
　子ども用品で不用になった物を「せいよこどもグッ

ズまつり2013」に出品していただけませんか。乳幼

児から中学生までが使用できる子ども用品なら何でも

ＯＫ！衣類（洗濯したもの）、おもちゃ、絵本、ＣＤ、

ビデオ、ベビーカー、ベビーバス、チャイルドシー

ト、三輪車、自転車、制服、体操服など。

回収期間　10月7日（月）～10日（木）

回収場所　各地区公民館または各地区小学校（回収期

間内に持参ください）

問 市教育委員会 生涯学習課　☎0894（62）6415

せいよこどもグッズまつり2013

日時　10月14日（月・祝）

　　　午前9時～11時30分

　　　※10時から大型商品のジャンケン大会

会場　宇和体育館（雨天決行）

遊びの
コーナーも
あるよ

2013　10月 14

表　彰

せいよ地域づくり交付金で
こんなことやりました

　屋
外
広
告
物
（
野
立
広
告
物
、
壁
面
広
告

物
、
懸
垂
幕
や
ア
ド
バ
ル
ー
ン
な
ど
）
を
掲

出
す
る
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。
エ
リ
ア
に

よ
っ
て
掲
出
で
き
る
広
告
物
の
大
き
さ
や
高

さ
に
も
基
準
が
あ
り
、
一
定
の
規
制
を
し
て

い
ま
す
。

　必
要
な
許
可
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
条

例
違
反
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

適
正
な
維
持
管
理
を
怠
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　老
朽
し
た
り
破
れ
た
看
板
な
ど
、
管
理
が

行
き
届
い
て
い
な
い
広
告
物
が
見
ら
れ
ま

す
。
広
告
掲
示
者
は
、
修
繕
や
撤
去
な
ど
適

正
な
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　市
役
所 

建
設
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
０

屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

問

建
設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
直
接
ま
た

は
郵
送
で
「
公
述
申
出
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
公
述
申
出
書
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
公

聴
会
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

　
　市
役
所 

建
設
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
０

問

　「
市
内
で
の
起

業
」
や
「
地
場
産

品
を
活
用
し
た
加

工
品
開
発
」、「
市

産
品
の
販
路
拡
大
」
な
ど
に
利
用
で
き
る
助

成
事
業
の
２
次
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者

　個
人
・
法
人
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
助
成
事

業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

補
助
率

　補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限

１
０
０
万
円
）、
別
途
起
業
に
対
す
る
雇
用

奨
励
制
度
あ
り

募
集
期
限

　10
月
31
日（
木
）

　
　市
役
所 

産
業
創
出
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
２
９

産
業
活
性
化
４
事
業
の
２
次
募
集

問

　現
在
、
市
内
に
は
７
つ
の
都
市
計
画
公
園

が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
人
口
減
少
な
ど
に

伴
う
有
効
な
利
用
を
考
え
る
た
め
に
都
市
計

画
公
園
変
更
の
都
市
計
画
（
素
案
）
を
作
成

し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
す
る
た

め
に
、
説
明
お
よ
び
意
見
陳
述
会
、
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。

説
明
お
よ
び
意
見
陳
述
会

①
10
月
１
日（
火
）
午
後
７
時
か
ら
（
会
場
：

三
瓶
文
化
会
館
２
階
）

②
10
月
２
日（
水
）
午
後
７
時
か
ら
（
会
場
：

教
育
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階
）

③
10
月
３
日（
木
）
午
後
７
時
か
ら
（
会
場
：

野
村
支
所
林
業
セ
ン
タ
ー
３
階
）

公
聴
会

　10
月
16
日（
水
）
午
後
７
時
か
ら
（
会
場
：

教
育
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階
）

公
聴
会
に
出
席
し
て
公
述
を
希
望
す
る
人

　10
月
11
日（
金
）ま
で
に
、
西
予
市
役
所 

都
市
計
画
（
素
案
）
説
明
・
意
見
陳
述
会

　東日本復興三味線ライブを開催。岩
手県釜石市出身の三味線ミュージシャ
ン「駒 幸夫（こま・ゆきお）」さんに
よる復興ライブです。
　駒さんは故郷が被災し落ち込んでい
る人が多い現状を憂い、少しでも東北
の人たちを勇気づけ楽しんでもらいた
いとの思いのもと、各地で復興三味線
ライブを実施しています。

俵津スマイル－いいまちづくり隊－
(明浜町俵津地区)

スマイルコンサート事業

　地産地消促進の一環として、野村名
物の乙亥大相撲にちなんだ「乙亥せん
べい」を地域づくり交付金を活用して
リニューアルしました。せんべいは力
士の顔をかたどった焼き印で作りま
す。
　「かわいくておいしい！」と大人は
もちろん、子どもや女性にもなかなか
の評判です。

野村地域自治振興協議会
(野村町野村地区)

農地林地を守る事業

平成25年度社団法人日本道路協会「道
路功労者」表彰：渓筋五六会（野村町）
　…年に４回程度国道の清掃活動を行
い、その活動を住民に呼びかけ参加者
を増やすなど道路愛護意識の高揚と啓
発に努められました。

　主
に
都
市
計
画
区
域
内
の
緑
地
保
全
や
緑

化
推
進
に
つ
い
て
の
将
来
像
、
目
標
、
施
策

な
ど
を
定
め
る
「
西
予
市
緑
の
基
本
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
す
る
た
め
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
建

設
課
、
野
村
支
所
産
業
建
設
課
、
三
瓶
支
所

産
業
建
設
課
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　市
役
所 

建
設
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
０

「
西
予
市
緑
の
基
本
計
画
」
を
策
定

問
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野
村

ぼ
く
た
ち
が
　
明
る
い
未
来
を
　
と
ど
け
よ
う 

水
谷
　
洸こ

う

哉や

（
野
村
小
）
　

助
け
合
う
　
仲
間
の
笑
顔
　
ふ
や
そ
う
よ 
草
田
　
歩あ

ゆ

夢む

（
同
）
　
　
　

世
界
中
　
い
つ
か
い
じ
め
が
　
０（
ゼ
ロ
）に
な
れ 
水
上
　
堤た

い

貴き

（
同
）
　
　
　

助
け
合
い
　
み
ん
な
キ
ラ
キ
ラ
　
笑
顔
だ
よ 

大
谷
　
奈な

央お

（
同
）
　
　
　

つ
く
ろ
う
よ
　
平
和
で
く
ら
せ
る
　
日
本
を 

長
見
　
咲さ

く

良ら

（
同
）
　
　
　

思
い
や
り
　
き
っ
と
心
に
　
花
が
さ
く 

土
居
　
睦む

つ

実み

（
同
）
　
　
　

差
別
し
て
　
あ
な
た
の
心
は
　
い
い
気
持
ち
？ 

大
森
　
菜な

生お

（
大
和
田
小
）

は
ん
ざ
い
な
し
　
明
る
い
未
来
を
　
つ
く
ろ
う
よ 

大
野
本
　
美み

天そ
ら

（
渓
筋
小
）

い
い
こ
と
見
つ
け
　
心
が
き
ら
り
と
　
か
が
や
く
よ 

岡
山
　
蓮れ

ん

（
中
筋
小
）
　
　

「
ど
う
し
た
の
」　
声
か
け
あ
う
と
　
ほ
っ
と
す
る 

清
水
　
元も

と

樹き

（
河
成
小
）
　

美
し
い
　
人
と
し
ぜ
ん
を
守
る
よ
　
い
つ
ま
で
も 

黒
岩
　
日ひ

ゅ
う
が向

（
惣
川
小
）
　

言
い
た
い
こ
と
　
ど
ん
ど
ん
言
っ
て
　
何
度
で
も 

武
田
　
烈れ

つ

（
大
野
ヶ
原
小
）

城
川

平
和
の
輪
　
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
広
げ
よ
う 

稲
垣
　
怜れ

い

士じ

（
遊
子
川
小
）

町
じ
ゅ
う
で
　
手
を
さ
し
の
べ
て
　
あ
り
が
と
う 

中
城
　
美み

乃の

（
土
居
小
）
　

協
力
し
　
心
つ
な
げ
て
　
い
い
町
に 

今
内
　
康こ

う

太た

（
高
川
小
）
　

み
ん
な
で
ね
　
い
じ
め
を
な
く
し
て
　
う
れ
し
い
な 

兵
頭
　
快か

い

晟せ
い

（
魚
成
小
）
　

す
て
き
だ
な
　
み
ん
な
の
笑
顔
が
　
あ
ふ
れ
出
す 

入
船
　
透と

う

真ま

（
同
）
　
　
　

三
瓶

一
言
で
　
心
を
動
か
す
　「
あ
り
が
と
う
」 

山
城
　
尚な

お

矢や

（
三
瓶
小
）
　

あ
い
さ
つ
は
　
明
る
い
社
会
の
　
第
一
歩 

二
宮
　
大た

い

河が

（
同
）
　
　
　

自
分
か
ら
　
あ
い
さ
つ
み
ん
な
に
　
と
ど
け
よ
う 

片
山
　
レ
オ
（
同
）
　
　
　

あ
り
が
と
う
　
み
ん
な
に
伝
わ
る
　
合
言
葉 

山
口
　
麻ま

紘ひ
ろ

（
蔵
貫
小
）
　

あ
さ
ご
は
ん
　
い
っ
ぱ
い
く
っ
て
　
元
気
で
す 

井
上
　
天た

か

斗と

（
二
木
生
小
）

一
言
で
　
心
が
和
む
　
ご
め
ん
な
さ
い 

森
　
祥よ

し

輝き

（
同
）
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
進
ん
で
や
ろ
う
　
み
ん
な
の
町 

吉
見
　
圭け

い

人と

（
同
）
　
　
　

か
か
げ
よ
う
　
心
で
た
な
び
く
　
勇
気
の
旗 

菊
池
　
真し

ん

一い
ち

（
周
木
小
）
　

対象者
　西予市に住所がある人で、次に該当する人。

①　65歳以上（昭和23年12月31日生まれまでの

人）※生年月日が昭和23年10月16日以降の人

は65歳になってから接種してください。

②　60歳以上65歳未満で、心臓や腎臓・呼吸器に

重い障がいのある人またはヒト免疫不全ウイル

スによる免疫機能障害のある人（身体障害者手

帳１級程度の人）※生年月日が昭和28年10月

16日以降の人は60歳になってから接種してく

ださい。

接種期間　10月15日（火）～12月31日（火）

※医療機関の診療日を確認して、接種時期などは医

師に相談してください。

接種料　1,500円（生活保護世帯は無料）

接種回数　１回

接種医療機関
　市内の接種可能な医療機関は、お手元に配布して

いる「高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ」

をご覧ください。

　県内の指定医療機関でも接種できます。接種され

る医療機関または市役所までお問い合わせくださ

い。

注意事項
①　住所・年齢が確認できるもの（免許証、保険証

など）を必ず、医療機関に提示してください。

②　接種後生じた副反応による健康被害が、この予

防接種を受けたことによるものであると厚生労

働大臣が認めた場合は、予防接種法に基づく健

康被害救済制度の給付対象となります。

問 市役所 健康づくり推進課　☎0894（62）6407

または各支所 生活福祉課

高齢者インフルエンザ予防接種
65歳（一部60歳）以上の皆さんに、インフルエンザ予防接種のお知らせです。
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　国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
・
遺
族
な
ど
の
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額
は
、

１
カ
月
１
５
、
０
４
０
円
で
す
。
納
め
た
保

険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
税
金
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
が
お
得

　口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
保
険
料
が
自

動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
た
め
手
間
や
納
め

忘
れ
も
な
く
便
利
な
上
、
お
得
な
割
引
き
も

あ
り
ま
す
。

後
納
保
険
制
度

　平
成
24
年
10
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
、
過
去
２
年

か
ら
10
年
に
延
長
す
る
後
納
制
度
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
将
来
の
年
金
受
給

額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が

受
給
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
避
け

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　後
納
保
険
料
を
納
付
で
き
る
期
間
は
平
成

24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
９
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。
後
納
制
度
を
希
望
し
て

い
て
手
続
き
が
ま
だ
の
人
は
、
お
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　宇
和
島
年
金
事
務
所

　☎
０
８
９
５（
22
）５
４
４
０

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

問

　国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、
一
定
面
積
以

上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た
場
合
は
知
事
へ
届

け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
出
の
必
要
な
土
地
取
引

　売
買
、
交
換
な
ど
に
よ
る
所
有
権
な
ど
の

移
転
ま
た
は
設
定

取
引
の
規
模
・
面
積
要
件

◎
市
街
化
区
域
２
、
０
０
０
㎡
以
上
（
西
予

市
に
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◎
右
記
以
外
の
都
市
計
画
区
域
５
、
０
０
０

㎡
以
上
（
宇
和
地
区
の
大
部
分
、
野
村
・
三

瓶
地
区
の
中
心
部
の
一
部
）

◎
都
市
計
画
区
域
外
の
区
域
１
０
、
０
０
０

㎡
以
上
（
そ
の
他
の
西
予
市
全
地
域
）

※
一
筆
の
面
積
が
小
さ
く
て
も
、
二
筆
以
上

の
ひ
と
ま
と
ま
り
の
土
地
の
合
計
が
右
記
面

積
以
上
と
な
る
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
手
続
き

　売
買
の
場
合
は
買
主
の
人
が
、
土
地
取
引

の
契
約
を
結
ん
だ
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
所

定
の
届
出
書
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
、

土
地
の
あ
る
市
役
所
・
町
役
場
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

　期
間
内
に
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り

の
届
出
を
す
る
と
６
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　市
役
所 

企
画
調
整
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
３

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
届
出
を

問

明
浜

町
中
で
　
み
ん
な
を
見
守
る
　
や
さ
し
い
目 

宇
都
宮
　
愛ま

な

（
俵
津
小
）
　

「
あ
り
が
と
う
」
　
え
が
お
の
花
が
　
咲
き
ほ
こ
る 

山
下
　
正し

ょ
う

悟ご

（
同
）
　
　
　

お
は
よ
う
と
　
あ
い
さ
つ
が
広
が
る
　
ぼ
く
の
町 

立
花
　
和か

ず

範の
り

（
狩
江
小
）
　

あ
い
さ
つ
で
　
わ
た
し
の
町
に
　
笑
顔
咲
く 

坂
嶋
　
花は

南な

（
高
山
小
）
　

う
れ
し
い
な
　
心
に
花
咲
く
　
そ
の
言
葉 

松
下
　
奈な

穂ほ

（
田
之
浜
小
）

宇
和

あ
い
さ
つ
で
　
元
気
に
し
よ
う
　
町
の
中 

上
見
　
芹せ

り

菜な

（
多
田
小
）
　

花
い
っ
ぱ
い
　
社
会
を
明
る
く
　
気
持
ち
い
い 

菊
池
　
優ゆ

う

希き

（
同
）
　
　
　

あ
い
さ
つ
は
　
ぼ
く
ら
み
ん
な
の
　
合
い
言
葉 

村
上
　
裕ゆ

う

二じ

郎ろ
う

（
同
）
　
　

大
丈
夫
　
気
づ
か
う
心
　
大
切
だ 

上
村
　
大だ

い

智ち

（
中
川
小
）
　

応
援
は
　
が
ん
ば
る
気
持
ち
に
　
な
る
言
葉 

大
野
　
七な

な

海み

（
同
）
　
　
　

広
げ
よ
う
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
社
会
の
輪 

井
上
　
未み

来ら
い

（
石
城
小
）
　

信
じ
合
う
　
心
と
心
　
大
切
に 

井
関
　
健け

ん

太た

（
同
）
　
　
　

あ
い
さ
つ
は
　
み
ん
な
を
つ
な
ぐ
　
愛
言
葉 

上
甲
　
崇た

か

斗と

（
同
）
　
　
　

あ
り
が
と
う
　
そ
の
一
言
が
　
エ
ネ
ル
ギ
ー 

坂
本
　
拓た

く

人と

（
皆
田
小
）
　

あ
い
さ
つ
で
　
笑
顔
広
が
る
　
人
と
人 

三
好
　
凪な

希ぎ

（
同
）
　
　
　

あ
い
さ
つ
で
　
み
ん
な
つ
な
が
る
　
人
と
人 

木
下
　
翔し

ょ
う

貴き

（
同
）
　
　
　

あ
り
が
と
う
　
心
が
つ
な
が
る
　
合
い
言
葉 

兵
頭
　
美み

海み

（
同
）
　
　
　

世
界
の
顔
に
　
笑
顔
を
と
も
し
て
　
明
る
い
未
来 

兵
頭
　
泉い

桜お

吏り

（
明
間
小
）

つ
く
ろ
う
よ
　
未
来
に
残
る
　
明
る
い
社
会 

西
川
　
莉り

子こ

（
田
之
筋
小
）

目
指
す
の
は
　
明
る
い
社
会
　
非
行
な
し 

橋
本
　
真し

ん

吾ご

（
同
）
　
　
　

犯
罪
が
　
な
く
な
る
社
会
へ
　
ま
ず
一
歩 

広
瀬
　
虎こ

太た

郎ろ
う

（
同
）
　
　

第
63
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
標
語
　
優
秀
作
品

　市
内
の
小
学
５
年
生
が
作
っ
た
標
語
の
中
か
ら
、
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
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平
凡
な
暮
し
に
き
ざ
む
花は

な

茗み
ょ
う
が荷

 

清
家
つ
ね
み

点と
も

り
初そ

む
水み

ず

越こ

灯と
う

台だ
い

秋
の
潮 

水
野

　千
女

宇
和
は
ご
の
木
句
会
（
カ
ホ
ル
選
）

目
覚
め
て
は
時
計
の
音
す
熱ね

っ

帯た
い

夜よ

 

大
野

　都
子

き
り
も
な
き
農
事
一ひ

と

息い
き

緑
陰
に

 
上
甲

　純
子

不
意
に
来
て
庭
木
に
す
が
り
蝉
の
鳴
く

 

末
光

　塩
子

山
田
よ
も
ぎ
句
会

ガ
ラ
ス
器
の
枝
豆
ビ
ー
ル
至
福
時

 

平
家
三
倭
子

頑
張
っ
て
み
て
も
米
寿
よ
夏
暑
し

 

伊
勢
本
和
子

朝
顔
の
蕾つ

ぼ
み

の
中
の
明
日
の
色 

三
好
マ
ツ
子

笹
句
会

山や
ま

峡か
い

の
暮
し
安
泰
法
師
蝉 

白
敷
フ
サ
コ

欠あ
く
び伸
し
て
ラ
ジ
オ
体
操
蝉
の
声

 

清
家

　幸
子

食
細
き
母
に
西す

い
か瓜

を
小
さ
く
切
る

 

一
宮
し
お
り

い
ず
み
句
会

一
人
づ
つ
団う

ち
わ扇
の
置
か
れ
夜
の
句
会

 

菊
池

　共
子

伝
は
っ
て
く
る
樹
の
鼓
動
ハ
ン
モ
ッ
ク

 

三
瀬

　教
世

渋
団う

ち
わ扇
風
に
力
の
あ
り
に
け
り

 

上
甲

　澄
子

野
村
俳
句
会

納
屋
涼
し
「
別
荘
で
す
」
と
自
慢
す
る

 

森
岡

　福
寿

う
た
ゝ
寝
の
つ
も
り
が
何い

時つ

か
大お

お

昼
寝

 

村
藤
電
子
楼

囮お
と
り

鮎あ
ゆ

案あ

内な
い

看
板
目
に
止
ま
る 

窪
内

　貞
丸

　近
年
、
安
易
な
救
急
車
の
呼
び
出
し
で
出

動
回
数
が
増
加
し
、
医
師
の
負
担
が
増
え
、

重
症
な
患
者
の
搬
送
に
困
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
。

　愛
媛
の
救
急
医
療
を
守
る
１
４
３
万
人
の

県
民
運
動
（
愛
救
１
４
３
運
動
）
は
医
療
機

関
や
救
急
車
の
適
切
な
利
用
を
県
民
一
人
一

人
に
心
掛
け
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
で
す
。

普
段
か
ら
３
つ
の
心
掛
け

　①
日
頃
か
ら
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち

ま
し
ょ
う
▼
②
健
康
診
断
や
健
診
な
ど
に
よ

り
病
気
の
予
防
や
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ

う
▼
③
家
庭
で
薬
を
常
備
し
ま
し
ょ
う

受
診
に
あ
た
っ
て
３
つ
の
心
掛
け

　①
な
る
べ
く
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
▼
②
救
急
車
で
搬
送
さ
れ

て
も
軽
症
の
場
合
は
通
常
の
受
付
順
と
な
る

場
合
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
▼
③

休
日
や
夜
間
で
比
較
的
症
状
の
軽
い
人
は
休

日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
（
在
宅
当
番
医
）
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

※
休
日
や
夜
間
に
ど
の
病
院
に
行
け
ば
よ
い

か
分
か
ら
な
い
場
合
は
「
え
ひ
め
救
急
医
療

ネ
ッ
ト（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）」
を
利
用
す
る

か
、
子
ど
も
の
急
な
病
気
や
け
が
の
場
合
は

「
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談（
＃
８
０
０
０
）」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　市
役
所 

健
康
づ
く
り
推
進
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
７

愛
救
１
４
３
運
動
に
ご
協
力
を

問

SEIYO INFORMATION & NEWS

　未
就
業
看
護
職
の
皆
さ
ん
の
再
就
業
を
応

援
す
る
た
め
、
愛
媛
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
県
の
委
託
に
よ
り
、
看
護
職
員
確
保
対
策

の
一
環
と
し
て
「
潜
在
看
護
師
実
技
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者

　保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
・
准
看
護
師

の
免
許
取
得
者
で
、
現
在
看
護
業
務
に
従
事

し
て
い
な
い
人

目
的　再

就
業
を
希
望
す
る
未
就
業
看
護
職
の
人

に
対
し
て
、
最
近
の
看
護
知
識
・
技
術
を
習

得
し
て
い
た
だ
き
、
自
己
の
潜
在
能
力
を
高

潜
在
看
護
師
実
技
研
修
会

め
て
再
就
業
を
応
援
し
ま
す
。

開
催
日

　10
月
10
日（
木
）・
11
日（
金
）

会
場

　市
立
大
洲
病
院

申
込
期
限

　10
月
５
日（
土
）

申
込
方
法

　お
電
話
に
て

募
集
人
員

　10
人
程
度

内
容　①

採
血
、
注
射
、
点
滴
、
輸
液
管
理
な
ど

②
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン 

③
急
変
時
の
看
護
～

急
変
時
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
～

　
　公
益
社
団
法
人 

愛
媛
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　☎
０
８
９（
９
２
４
）０
８
４
８

　Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
９（
９
９
６
）８
４
２
５

問

　10月17日（木）～23日（水）は「薬と健康の週間」で

す。薬を使用するときは次のことに注意しましょう。

薬の服用時間
　食前（食事前のおよそ30分以内）、食後（食後およそ

30分以内）、食間（食事と食事の間、前の食事からおよ

そ２～３時間後）、寝る前（寝るおよそ30分～１時間

前）、頓服（痛み、熱など症状の出たとき）

高齢者は特に注意を
　複数の薬を併用する機会が増え、加齢によって身体機

能が低下するため、高齢者は薬が強く効きすぎて副作用

が起こりやすくなります。体調の変化を感じたときは自

分で判断せず、医師や薬剤師に伝えてください。

正しく保管する
　誤飲事故を防ぐため、子どもの手の届かないところに

保管しましょう。薬は湿気や光、熱などに弱いため、直

射日光のあたらない涼しい場所で保管しましょう。

古い薬は使用しない
　有効期限の切れた薬は処分しましょう。似たような症

状が現れたときに自分の判断で使用するのは危険です。

問 県薬務衛生課　☎089（912）2391

薬のより安全・効果的な使用を
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漢
詩

宇
和
清
流
吟
社

秋し
ゅ
う

夜や

読ど
く

書し
ょ 

松
本

　鷹
行

蕭し
ょ
う

颯さ
つ

た
る
秋し

ゅ
う

風ふ
う

　月げ
つ

影え
い

深
し

蟲ち
ゅ
う

声せ
い

喞し
ょ
く

喞し
ょ
く

　夜
沈ち

ん

沈ち
ん

た
り

詩
を
把と

っ
て
疑ぎ

義ぎ

　幾
た
び
か
巻
を
繙と

く

究
め
難
し
三さ

ん

更こ
う

　千せ
ん

古こ

の
心

川
柳

川
柳
「
城
の
和
」

ス
ト
レ
ス
も
一
緒
に
呑
ん
だ
大お

お

ジ
ョ
ッ
キ

�

細
川
サ
ワ
子

気
兼
ね
な
し
ス
テ
テ
コ
だ
け
で
飲
む
ビ
ー
ル

�

山
口
ぶ
ん
き

働
け
て
飲
め
る
ビ
ー
ル
の
旨
い
こ
と

�

松
浦
よ
し
お

短
歌

中
川
短
歌
会

垣
根
よ
り
一
輪
覗
く
紫あ

じ
さ
い

陽
花
を
そ
っ
と
撫な

で

行
く
下
校
の
子こ

等ら

は 

末
光

　安
雄

き
し
き
し
と
キ
ャ
ベ
ツ
は
が
せ
ば
露
こ
ぼ
れ

け
が
れ
な
き
さ
ま
泪な

み
だ

の
ご
と
し

 

三
好

　
　文

生
き
ざ
ま
を
心
鎧よ

ろ

は
ず
そ
の
ま
ま
に
短う

歌た

に

詠よ

ま
む
か
か
な
し
け
れ
ど
も 

末
光

　翠
峰

俳
句

田
之
浜
俳
句
会

星
祭
る
飾
り
提ち

ょ
う
ち
ん灯

紙
西す

い
か瓜 

中
山

　萬
綱

閉
校
の
決
ま
り
し
母
校
ト
マ
ト
熟
れ

 

山
本
つ
る
子

慈じ

雨う

来
た
る
土
を
た
の
み
の
諸も

ろ

も
ろ
に

 

二
宮
八
千
代

た
わ
ら
ご
俳
句
会

日
振
島
く
っ
き
り
澄
み
て
今
朝
の
秋

 

小
濱

　喜
洲

広
　報
　文

　芸

　10
月
21
日（
月
）～
27
日（
日
）は
「
秋
の
行

政
相
談
週
間
」
で
す
。
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
住
民
の
皆
さ
ん
と

役
所
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
、
道
路
や
交

通
安
全
、
登
記
、
消
費
生
活
、
社
会
福
祉
、

公
害
対
策
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
関

す
る
意
見
・
要
望
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
日
程
は
Ｐ
21
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
予
市
の
行
政
相
談
委
員

　宇
都
宮
豊
子
さ
ん（
明
浜
地
区
）、
菊
池
邦

子
さ
ん（
宇
和
地
区
）、
西
田
光
和
さ
ん（
野

村
地
区
）、
兵
頭
三
樹
さ
ん（
城
川
地
区
）、

宇
都
宮
久
幸
さ
ん（
三
瓶
地
区
）

　
　市
役
所 

総
務
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
０

秋
の
行
政
相
談
週
間

問

　県
農
林
水
産
研
究
所
お
よ
び
県
果
樹
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
試
験
・
研
究
成
果
の
発
表
、

施
設
や
研
究
ほ
場
の
公
開
に
加
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　10

月
１
日（
火
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　10
月
２
日（
水
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　県

農
林
水
産
研
究
所
（
松
山
市
上
難
波
甲

３
１
１
）、
県
農
林
水
産
研
究
所
果
樹
研
究

セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
下
伊
台
町
１
６
１
８
）

　
　県
農
林
水
産
研
究
所

　☎
０
８
９（
９
９
３
）２
０
２
０

県
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

　☎
０
８
９（
９
７
７
）２
１
０
０

農
林
水
産
参
観
デ
ー

問

　職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
相
談
は
、
退
職
後
の
相
談
が
大
部
分
を
占

め
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
、
匿
名
可
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
内
容
例

　職
場
で
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

受
け
て
困
っ
て
い
る
、
被
害
に
あ
っ
て
い
る

が
相
談
場
所
が
な
い
、
会
社
に
相
談
し
た
が

取
り
合
っ
て
も
ら
え
な
い
な
ど
。

　事
業
主
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
（
具
体
的

な
対
防
止
策
や
規
定
の
作
成
、
相
談
対
応
な

ど
）
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　愛
媛
労
働
局 

雇
用
均
等
室

　☎
０
８
９（
９
３
５
）５
２
２
２

セ
ク
ハ
ラ
で
辞
め
る
前
に
相
談
を

問

宅 地 好 評 分 譲 中

※さくら団地・高野子団地

引越費用（最大75万円）支援します。

支援する条件あり。詳しくはお問い合わせください。

問 市土地開発公社（市役所 監理用地課内）

☎0894（62）6494

下松葉宅地　１区画分譲中（先着順）
所在地　宇和町下松葉（ひまわり団地横）

分譲価格　13,485,000円

土地面積　437.08㎡ 

　　　　　（132.21坪）

高野子団地　７区画分譲中（先着順）
所在地　城川町高野子

分譲価格　4,400,429円 ～ 4,588,569円

土地面積　323.37㎡ ～ 338.57㎡

　　　　　（97.81坪）  （102.41坪）

いぶき団地　12区画分譲中（先着順）
所在地　三瓶町津布理

分譲価格　6,012,000円 ～ 6,485,000円

土地面積　193.09㎡ ～ 208.32㎡

　　　　　（58.41坪）  （63.01坪）

みどり団地（第２期）　12区画分譲中（先着順）
所在地　宇和町伊賀上

分譲価格　11,012,800円 ～ 19,075,000円

土地面積　227.56㎡ ～ 450.43㎡

　　　　　（68.83坪）  （136.25坪）

さくら団地　60区画分譲中（先着順）
所在地　宇和町さくら

分譲価格　4,357,830円 ～ 9,176,490円

土地面積　164.41㎡ ～ 374.54㎡

　　　　　（49.73坪） （113.29坪）
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○８月届出分（敬称略）。親族等のご承諾を得て掲載しています。
　掲載を希望されない場合は、届出の際にお申し出ください。
※この記事を営利目的に利用することを禁じます。

SEIYO INFORMATION & NEWS

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

行
政
相
談

高
山
公
民
館
（
明
浜
町
）

　10
月
22
日（
火
）午
前
９
時
～
正
午

市
役
所 

１
階
相
談
室

　10
月
24
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

野
村
公
民
館

　10
月
７
日（
月
）午
前
９
時
～
11
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　10
月
25
日（
金
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

三
瓶
支
所

　10
月
15
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

各
種
相
談

野
村
公
民
館

　10
月
８
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時
30
分

三
瓶
支
所

　10
月
８
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時
30
分

教
育
保
健
セ
ン
タ
ー

　10
月
５
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　10
月
18
日（
金
）午
後
２
時
～
４
時

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　10
月
15
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

人
権
相
談

結
婚
相
談

心
配
ご
と
相
談

　10
月
29
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　10
月
８
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　10
月
21
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　10
月
25
日（
金
）午
後
２
時
～
４
時

　予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　☎
０
８
９
４（
62
）２
０
０
０

明
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　10
月
11
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

　予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会 

明
浜
支
所

　☎
０
８
９
４（
69
）８
０
６
６

法
律
相
談
※
予
約
制

野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　10
月
８
日（
火
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

　予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会 

本
所

　☎
０
８
９
４（
72
）２
３
０
６

市
社
会
福
祉
協
議
会 
三
瓶
支
所

　10
月
21
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時
30
分

　予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　☎
０
８
９
４（
33
）３
０
４
６

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　10
月
７
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　10
月
８
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　10
月
21
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

介
護
・
福
祉
・
認
知
症
相
談

お誕生おめでとう

おくやみ

2013　10月 20

　県
司
法
書
士
会
で
は
、
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
、
松
山
公
証
人
会
と
共
催
で
10
月
１
日

（
火
）か
ら
、
法
の
日
週
間
行
事
と
し
て
無

料
司
法
書
士
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　不
動
産
の
相
続
・
売
買
な
ど
の
登
記
、
供

託
の
手
続
き
、
訴
訟
手
続
き
（
書
類
作
成
な

ど
）、
債
務
整
理
、
公
正
証
書
の
作
成
な
ど

に
関
す
る
こ
と
を
中
心
に
、
関
連
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時

　10
月
６
日（
日
）

　午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所

　教
育
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階

　
　県
司
法
書
士
会

　☎
０
８
９（
９
４
１
）８
０
６
５

無
料
司
法
書
士
法
律
相
談

問

　金
銭
関
係
、
不
動
産
関
係
、
家
庭
関
係
な

ど
の
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
愛
媛
弁
護
士
会

所
属
の
弁
護
士
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無

料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時

　10
月
３
日（
木
）

　午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
午
前
９
時
受
付

開
始
・
午
後
２
時
30
分
終
了
、
正
午
か
ら
午

後
１
時
ま
で
は
休
憩
時
間
）

場
所　松

山
地
方
裁
判
所 

宇
和
島
支
部
構
内（
宇

和
島
市
鶴
島
町
８
番
16
号
）

参
加
方
法

　当
日
、
直
接
会
場
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

先
着
順
に
受
付
を
行
い
ま
す
。

相
談
時
間

　30
分
以
内

※
駐
車
場
が
混
み
合
い
ま
す
。
車
で
の
お
越

し
は
、
な
る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

　10
月
１
日（
火
）か
ら
７
日（
月
）は
「
公
証

週
間
」
で
す
。

　公
証
役
場
で
は
当
事
者
の
依
頼
に
よ
り
、

金
銭
の
貸
借
、
不
動
産
の
売
買
・
賃
貸
、
損

害
賠
償
や
慰
謝
料
の
支
払
い
な
ど
各
種
の
契

約
書
（
公
正
証
書
）
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　公
正
証
書
に
は
判
決
書
と
同
様
に
差
押
さ

え
や
取
立
て
の
効
力
が
あ
り
ま
す
。
遺
言
書

も
公
証
役
場
で
作
成
し
て
お
く
と
、
家
庭
裁

判
所
の
検
認
を
受
け
る
こ
と
な
く
効
力
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

　公
証
役
場
で
は
い
つ
で
も
公
正
証
書
に
関

し
て
の
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。

　
　八
幡
浜
公
証
役
場

　☎
０
８
９
４（
22
）２
０
７
０

　宇
和
島
公
証
役
場
☎
０
８
９
５（
25
）２
２
９
２

契
約
や
遺
言
な
ど
は
公
正
証
書
に

問

　土
地
、
建
物
、
会
社
な
ど
に
関
す
る
登

記
、
戸
籍
、
供
託
お
よ
び
人
権
問
題
な
ど
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
や
、
土
地
の
境
界
に

関
す
る
相
談
、
遺
言
お
よ
び
公
正
証
書
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時

　10
月
６
日（
日
）

　午
前
10
時
～
午
後
３
時

相
談
場
所
・
予
約
先

◎
エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
（
１
階
エ
ミ
フ

ル
コ
ー
ト
）

　☎
０
８
９（
９
３
２
）０
８
８
８
（
予
約

先

︰

松
山
地
方
法
務
局 

総
務
課
）

◎
松
山
地
方
法
務
局 

大
洲
支
局

　☎
０
８
９
３（
50
）５
０
５
５

◎
松
山
地
方
法
務
局 

宇
和
島
支
局

　☎
０
８
９
５（
22
）０
７
７
０

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

がんばれ　せいよのアスリート！
　　　　　　　　アーティスト！

第12回全国小学生・中学生「マウンテンバイ
ク大会白馬さのさか」（８月４日、白馬クロス
カントリー競技場）
〈小学１年生の部〉①村上ヒカル（多田小１）

第51回四国中学校総合体育大会（８月３日～、
高知県春野総合運動公園陸上競技場ほか）
〈陸上男子200ｍ〉①山崎雄大（宇和中３）23秒

29

〈相撲団体〉②野村中学校相撲部 〈相撲個人〉
②是澤矩史（野村中３）③宇都宮愛樹（同）

第65回愛媛県中学校総合体育大会（７月20日
～、県総合運動公園相撲場ほか）
〈相撲団体〉①野村中学校相撲部 〈相撲個人〉
②是澤矩史（野村中３）③宇都宮愛樹（同）

〈柔道女子団体〉③宇和中学校柔道部女子 〈柔
道女子57㎏〉③佐藤心視（宇和中３）

〈水泳男子100ｍ平泳ぎ〉②菊地聡太（宇和中

３）１分12秒64 〈水泳女子400ｍ個人メド
レー〉③岩本幸（宇和中２）５分26秒11

〈陸上男子３年100m〉②山崎雄大（宇和中３）

11秒68 〈陸上男子200ｍ〉③山崎雄大（同）23

秒75

〈ソフトボール女子〉③宇和中学校ソフトボー

ル女子

〈バスケットボール女子〉③三瓶中学校女子バ

スケットボール部

〈バドミントン女子ダブルス〉③長壁杏実（宇和

中１）・二宮安優花（宇和中２）

第13回愛媛県中学生相撲選手権大会（６月23
日、県総合運動公園相撲場）
〈相撲個人〉②山本羅門（野村中３）③宇都宮愛樹

（同）〈個人軽量級〉③山本羅門（同）

アスリート部門

第61回全日本吹奏楽コンクール愛媛県大会
（８月１日、ひめぎんホール）
〈高等学校Ｂ部門〉金賞︰大塚史織（野村中

２）、佐伯美有（同）、増田百香（同）、赤松恋

（野村中３）

アーテイスト部門
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「せい坊」オフィシャルホームページ
http://www.seibou.jp/

ゆるキャラグランプリ、投票よろしくだよっ！

市民のうごき
（８月末現在）
※住民基本台帳法による。カッコ内は前月比

人　口　４1,9０3人（－19）
　　　　男 19,679人（－ 6）　女 ２２,２２４人（－13）

世帯数　18,7４０世帯（－ 7）

出　生　２6人（＋ ４）
　　　　男 15人（＋ 9）　女 11人（－ 5）

死　亡　55人（＋２０）
　　　　男 ２9人（＋1０）　女 ２6人（＋1０）
※Ｈ24.7.9 住民基本台帳法改正により、外国人を含む人口・世帯数を記載しています。

市県民税 ３期　保険税 ６期
納期限は10月31日(木)

（口座振替は10月25日）

10月の納税

イベント情報イベント情報

10 ⁄20（日）
平成25年度西予市PTA大会
第12回人づくりを考える集い
安武信吾さんによる講演「あなたは子どもに何を遺せますか」◯  午後1時～3時20分
◯  宇和文化会館
 ◯ 生涯学習課☎0894（62）6415

時 

場 

問

10 ⁄19（土）・20（日）

第33回三瓶町文化祭

文化協会会員ほかによる作品展

示や芸能発表など

◯  三瓶文化会館

 ◯ 三瓶教育課
　 ☎0894（33）2470

場 

問

10 ⁄18（金）
わくわくミュージック

音楽に合わせて楽しく体を動か

します。乳幼児と保護者が対

象。
◯  午前10時30分～11時30分

◯  乙亥会館トレーニング室

 ◯ 野村児童館
　 ☎0894（72）0374

時 

場 

問

「おイネ号」で旅をしよう！Part13参加者募集
　障がいのある人や高齢者がボランティア
と一緒に旅を楽しむ取り組み。車いすリフ
ト付きバスもあります。
とき　11月16日（土）宇和町小学校に午前９時集合
内容　坂村真民記念館と砥部焼きの見学・
絵付け体験や、秋の芸術＆グルメの旅

参加対象　障がいのある人、高齢者、一緒
に旅を楽しむボランティア

募集人数　85人（先着順）
参加費　大人（高校生以上）2,500円、 中学生

以下（幼児を含む）1,500円
※絵付け体験料金は別途

募集期間　９月24日（火）～10月25日（金）
申込方法　電話またはFAXにて
問 市社会福祉協議会 宇和支所
　　☎0894（62）3770　FAX︰0894（69）1363

　おイネさんも歩いたといわれる「笠置街道」を歩き、西南四国最
古の前方後円墳「笠置峠古墳」などをめぐります。
　歴史ロマンあふれるコースをお楽しみください。（少雨決行）
日時　1０月２7日（日）　午前９時3０分までにJR伊予石城駅前に集合
参加費　5００円（昼食代、保険代）
申込方法　1０月18日（金）までにお電話にて

　　市教育委員会 文化体育振興課☎0894（62）6416問

駅からウォーク「宇和街道をゆく～古代ロマンの里編～」
参加者募集

10 ⁄19（土）～来年3 ⁄30（日）
イネと義

おとうと

弟ハインリッヒ展
シーボルトの息子ハインリッヒの紹介や、イネの手紙、恋人、宇和の医療関係を紹介
◯  午前9時～午後5時
◯  大人200円、小人100円
◯   ◯ 先哲記念館☎0894（62）6700

時 

料 

場 問

2013　10月 22

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て

お
イ
ネ
さ
ん
の
生
き
方
か
ら
　
そ
の
２

　前
号
か
ら
の
続
き
で
、
県
人
権
教
育
協
議

会
が
発
行
し
て
い
る
「
え
ひ
め
人
権
・
同
和

教
育
」（
２
０
１
３
．
５
）
に
掲
載
さ
れ
た

「
シ
ー
ボ
ル
ト
の
娘
イ
ネ
の
生
き
方
に
学
ぶ
」

（
文
化
の
里
施
設
統
括
館
長 

堀
内
八
重
執

筆
）
を
掲
載
し
ま
す
。

　自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

４
．
男
装
し
て

　
こ
の
手
紙
か
ら
分
か
る
こ
と
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
当
時
の
女
の
子
は
、
習
い
事
を

し
て
結
婚
す
る
の
が
普
通
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
学
問
は
男
子
が
す
る
も
の
、
と
い
う
時

代
、
勉
強
し
た
い
女
の
子
は
敬
遠
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
イ
ネ
は
男
装
し
て
男
子
に
交

じ
っ
て
勉
強
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
ほ
ど
イ
ネ
は
強
い
意
志
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
人
と
違
う
自
分
の
風
貌

に
悩
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
背
も
高

く
、
色
も
白
く
、
隠
す
こ
と
の
で
き
な
い
容

貌
を
恨
め
し
く
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
で
当
時
は
好
奇
の
目

で
見
ら
れ
、
あ
ざ
け
ら
れ
た
こ
と
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
中
で

志
を
高
く
持
っ
て
、
ま
っ
す
ぐ
に
生
き
抜
い

た
と
い
う
こ
と
は
並
大
抵
の
努
力
で
は
な

か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
苦
し
み

を
い
と
わ
ず
医
学
の
勉
強
を
し
た
そ
う
で
す

が
、
女
で
あ
り
、
し
か
も
父
親
が
外
国
人
で

あ
る
イ
ネ
の
前
途
に
は
多
く
の
障
害
が
立
ち

は
だ
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
一
つ
一

つ
を
イ
ネ
は
懸
命
に
乗
り
越
え
、
目
標
に
向

か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
突
き
進
み
ま
し
た
。

　
一
人
で
も
多
く
の
女
性
を
助
け
た
い
、
人

の
役
に
立
ち
た
い
と
願
う
こ
と
が
、
イ
ネ
を

い
っ
そ
う
強
く
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

５
．
世
界
で
た
っ
た
ひ
と
つ
の
宝
石

　
こ
の
よ
う
な
境
遇
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
恨

ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

ど
う
努
力
し
た
と
し
て
も
青
い
目
が
黒
く
な

る
こ
と
は
な
く
、
女
か
ら
男
に
な
れ
る
は
ず

も
な
い
…
。
イ
ネ
は
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
の

全
て
を
受
け
入
れ
、
一
人
の
人
間
と
し
て
、

堂
々
と
生
き
る
道
を
選
び
ま
し
た
。
そ
れ
は

い
つ
の
頃
か
ら
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
イ
ネ
が
18
歳
で
卯
之
町
を
去
る
時
、
敬
作

が
硯
（
す
ず
り
）
の
裏
に
こ
う
刻
ん
で
贈
っ

て
い
ま
す
。

「
為
せ
ば
成
る
、為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も
、

成
さ
ぬ
と
い
う
は
、
為
さ
ざ
れ
ば
な
り
」

　
や
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
、
と
励
ま

し
て
い
ま
す
。
イ
ネ
は
こ
の
言
葉
を
胸
に
締

め
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
頑
張
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
で
も
イ
ネ
は
い
つ
も
明
る
く
意
欲

的
だ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
夢
と

希
望
を
失
わ
ず
目
標
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で

し
ょ
う
か
。
愛
情
、
優
し
さ
、
喜
び
、
怒

り
、
憎
し
み
な
ど
、
人
と
し
て
の
感
情
を
隠

さ
ず
表
し
て
い
た
イ
ネ
の
姿
を
文
書
等
で
見

付
け
、
親
し
み
を
覚
え
ま
す
。
自
分
の
心
に

正
直
で
、
気
取
ら
ず
、
ま
っ
す
ぐ
に
、
一
日

一
日
を
精
一
杯
生
き
た
イ
ネ
。
人
と
同
じ
で

な
く
て
い
い
、
世
界
で
た
っ
た
ひ
と
つ
の
宝

石
で
あ
る
自
分
を
大
切
に
、
自
ら
磨
き
を
か

け
輝
か
せ
た
の
で
す
。

　
イ
ネ
は
２5
年
に
わ
た
り
、
多
く
の
日
本
や

オ
ラ
ン
ダ
の
医
師
に
医
学
を
学
び
、
人
体
解

剖
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
イ
ネ
は
４6
歳
の

時
、
宮
内
省
御
用
掛
を
拝
命
し
ま
す
。
産
科

医
と
し
て
宮
内
省
も
認
め
た
と
い
う
こ
と

は
、
当
時
、
女
性
の
地
位
向
上
に
大
き
く
貢

献
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　「
お
ば
あ
さ
ん
外
人
み
た
い
ね
」
と
1０
歳

の
孫
が
思
わ
ず
口
に
し
た
と
き
、
7０
歳
の
イ

ネ
は
毅
然
と
し
て
こ
う
答
え
ま
し
た
。「
私

に
は
大
和
魂
が
あ
る
わ
」。

　愛
媛
県
教
育
委
員
会
が
発
行
し
て
、
県
内

の
中
学
校
で
使
用
し
て
い
る
「『
愛
』
あ
る

愛
媛
の
道
徳
」
の
中
で
も
お
イ
ネ
さ
ん
が
取

り
上
げ
ら
れ
、
教
材
「
イ
ネ
の
青
春
」
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
イ
ネ

の
生
き
方
に
影
響
を
与
え
た
二
宮
敬
作
の
こ

と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
敬
作
は
病
人
が
出
る
と
、
例
え
そ
れ
が
深

夜
で
あ
ろ
う
と
出
か
け
て
行
っ
た
。
患
者
を

貧
富
に
よ
っ
て
差
別
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
敬
作
の
姿
に
心
を
打
た
れ
た
イ
ネ
は

「
私
も
人
の
役
に
立
つ
学
問
を
し
た
い
。
そ

れ
も
、
た
く
さ
ん
の
人
の
命
を
救
う
医
者
の

道
を
志
そ
う
！
」
と
決
意
し
た
の
で
す
。

　お
イ
ネ
さ
ん
が
自
分
ら
し
く
命
を
輝
か
せ

た
の
も
、
支
え
て
も
ら
っ
た
人
の
お
か
げ
で

あ
る
と
感
じ
た
し
だ
い
で
す
。
男
女
共
同
参

画
社
会
は
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　「西
予
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
の

「
１
．
人
権
尊
重
と
男
女
共
同
参
画
の
意
識

づ
く
り
」
の
重
点
目
標
４
に
「
自
立
の
促

進
」
が
あ
り
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
精
神

的
・
生
活
的
自
立
を
促
進
し
ま
し
ょ
う
。

▼
感
想
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

 

（
社
会
教
育
指
導
員

　宇
都
宮
）

☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
５

み
ん
な
の
人
権
ひ
ろ
ば

楠本イネ
（大洲市立博物館蔵）
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　「こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
農

薬
も
化
学
肥
料
も
使
わ
な
い
と

い
う
こ
と
。
環
境
や
健
康
、
食

と
い
っ
た
大
切
な
問
題
は
『
農

業
』
で
解
決
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
」

　黄
金
に
輝
く
田
ん
ぼ
で
草
刈

り
を
し
て
い
る
中
野
聡
さ
ん
。

炎
天
下
の
作
業
で
顔
か
ら
は
汗

が
滴
と
な
っ
て
落
ち
て
い
く

中
、
除
草
薬
を
撒
い
て
い
な
い

田
に
生
え
た
草
を
一
つ
一
つ
刈

り
取
っ
て
い
き
ま
す
。

　中
野
さ
ん
が
就
農
し
た
の
は

32
歳
の
と
き
。
有
機
農
業
を
推

進
す
る
職
場
に
勤
め
る
う
ち
に

「
実
際
に
自
分
で
や
っ
て
み
た

い
」
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。

　「当
時
は
理
想
に
燃
え
て
い

ま
し
た
。
で
も
実
際
に
や
っ
て

み
る
と
、
で
き
な
い
こ
と
の
方

が
多
く
て
。
分
か
っ
て
い
る
け

ど
条
件
に
合
わ
な
い
、
時
期
を

ず
ら
す
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ

な
い
こ
と
の
連
続
。
実
際
に

や
っ
て
み
る
と
違
い
ま
す
。
本

当
の
意
味
で
理
解
し
て
い
な
い

と
応
用
が
効
か
な
い
で
す
ね
」

　借
り
て
作
っ
て
い
る
田
を
合

わ
せ
て
５
８
０
㌃
の
内
、
有
機

農
業
は
２
８
０
㌃
。
残
り
は
減

農
薬
で
す
。
目
標
は
、
全
て
を

有
機
農
業
で
行
う
こ
と
。

　「消
費
者
に
も
地
元
の
人
に

も
信
頼
さ
れ
る
農
家
に
な
り
た

い
で
す
。
そ
し
て
高
齢
化
で
担

い
手
が
不
足
し
て
い
る
地
域
の

役
に
立
っ
て
い
き
た
い
し
、
田

ん
ぼ
を
守
っ
て
い
き
た
い
」

　有
機
農
業
で
消
費
者
の
健
康

と
、
地
元
の
田
ん
ぼ
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
中
野
さ
ん
は
ほ
ほ

え
み
ま
す
。

中野聡さん（3９）＝宇和町田野中/な
かの・さとる：愛媛大学農学部を卒
業後、大学院へ進学。県外での９
年間におよぶサラリーマン生活を
経て3２歳のときに帰省、就農。妻 
善美さん（よしみ・38）、長女 愛月
さん（あづき・13）、次女 結月ちゃ
ん（ゆづき・1０）、三女 夢月ちゃん

（むつき・７）、長男 太陽くん（た
いよう・５）の６人家族。

か
が
や
き
西
予
人

「
農
薬
を
使
わ
な
い
農
業
が
し
た
い
」

�
理
想
に
燃
え
、
32
歳
で
就
農

せ
い

よ

び
と

広告募集します

市役所 情報推進課☎0894（62）6404問

広告募集します

市役所 情報推進課☎0894（62）6404問

広告募集します

市役所 情報推進課☎0894（62）6404問


